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いて、 女性歌人の様相を、 断片的にではあるが比較的知ることができ 後土御門天皇期の女性歌人たちから考察した。中世後期の女性歌人の詠作 、家集・詠草も残されておらず、まとまって伝わることが非常に稀である。そうした状況の で、近年紹介された資料が国立歴史民俗博物館蔵高松宮旧蔵本『内裏 中月次続歌』である。内容につ ては後に詳述するが、この 書は、中世後期の女性 人の詠作がまとまって伝わる、貴重な資料である。前稿は、女性歌人の活動やその特徴について概観することを目的とし ため、 『内裏女中月次続歌』には詳しく触れられなか た 小稿は、 『内裏女中月次続歌』 （以下 女中続歌と略す） ついて、その内容や催 の 格を分析 明らかにすることを目的とする。
 
 


















１］ 『高松宮家伝来禁裏本目録［分類目録編］ 』 （平
21・国立歴史民俗博物館）の当該項目であった。なお、他に伝本

















































は文亀元年〈一五〇一〉に典侍に昇り、民部卿典侍と称している） 。こ 箇所は、唯一の明らかな誤りであり、転写時の誤写と推測されるが、他の注記は、筆者が資料と照らした限りで正確である（但し 不遠院宮の幼名と伏見宮邦高親王上﨟の名は、本資料以外に確認できない） 。また、霊元天皇宸筆の外題を有し、高松宮家に旧蔵されたという本書の伝来を鑑みても、資料の信憑性は高いと判断される。
 






～Ｅ） 、皇女（Ｆ・Ｇ） 、後宮女官（Ｈ～Ｐ） 、伏見宮家女官（Ｑ・Ｒ）の四つのグループに分け、それぞれの中で歌数の多い順に並べた。また、八種の全てではないが、出題
者と頭役（当番役）が記されているものがあるので、それを








































































































































































































































本書の作者名は、 「大す」 「ながはし」 「めゝす」 など、 『お湯殿の上日記』 に見られるような女房詞で記されている。
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Ｃ邦ー…伏見宮邦高親王 （一四五六―一五三二） 。 伏見宮第五代。 貞常親王の第一皇子、 母はＲ庭田盈子。 初名は邦康、











































































































































は、中内侍・東坊城松子 あちゃちゃ局・勧修寺藤子 伊予殿・和気就子、播磨殿・賀茂尚子などがい 女官は、位の高下で上臈 小上臈・中臈・下臈の区別があった。大臣 大中納言の息女で二位 三位の典侍を上臈、公卿および四 ・五位の殿上人の息女を小上臈という。諸大夫・和気氏・丹波氏 勘解由小路家・土御門家などの息女を中臈、諸侍や賀茂 日吉社などの社司の息女を下臈とした 伊予殿や播磨殿は、出自 高くなく、中臈 下臈にあたる。






















































の女性歌人が参加しているのが特徴である。Ｏ目々 広橋守子）とＰ新内侍（四辻夏子）は当時二十代前半である。Ｇ岡殿（大慈光院）は生没年不詳であるが、可能な範囲で推定を加えておく。大慈光院は、文明九年（一四七七）四月に得度している。Ｆ安禅寺宮が得度したの 八 の時 ったから、それ 倣って考えるなら、文明二年（一四七〇）頃の生まれであろうか。だとす 、女中続歌の頃
には十五～十七歳となる。但し大慈光院は、戦乱を避ける
ためと推測されるが、幼少期から丹波国に下向しており、時折上洛するという生活を送っていたらしい。出家の時期にも幅を持たせて、おおよそ十代後半から二十歳前後と推定しておく（第一親王・勝仁親王 第二親王・尊伝法親王の間 生まれていることになる） 。
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いる（③は記載なし） 。出詠のみならず頭役まで主に女性がつとめていたこ 女中続歌の特徴である。 点に注
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④文明十七年五月二 一日には、北野社法楽連歌が巻かれている。 『実隆公記』 同日条によると、連衆は天皇・勝

















寺房子が酒を用意し 酒会を開いている（ 『お湯殿の上日記』 ） 。
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⑦文明十七年八月二十九日には、文字書きの勝負が行われている（ 『お湯殿の上日記』 ） 。
 
 





















の最中であった文明五年から内々で行われ、 文明十三年正月に正式に再興された。 女性歌人を中心とする女中続歌は、再興した月次和歌を模し、その縮小版の三十首続歌として企画されたもの あっ と、ひとまずは考えられる。
 
 
注目されるのは、 女中続歌が行われた文明十六年から十八年が、 足利義尚によって、 室町殿打聞と呼ばれ 『撰藻鈔』
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と名付けられた私撰集の撰集が進められていた時期と重な
っているという点である。 義尚が打聞の編纂を始めたのは、










集の執奏を行う立場の室町将軍が率先して う撰集 、周囲に勅 を意識させなか とは考えにくい 朝儀の再興を志した後土御門天皇 とっても、応仁の乱のため沙汰
止みとなった二十二代勅撰集の後の、新たな勅撰集への希
















































明応七年（一四九八）一月二十九日条、 『宣胤卿記』文亀二 五〇二 五月八日条、同永正元年（一五〇四）四月二十二日条が最初期のものであり、一方、三条西実隆 享
禄元年（一五二八）十月十三日の『実隆公記』に至って初
めて「廿一代集」の語を用いていることを指摘している。武井氏は「廿一代集」という呼称に、勅撰和歌集の歴史が二十一代で終焉したという意識を読み取 「代々集」という表現を使い続け、晩年に至って初めて「廿一代集」の語を用いたところに、実隆 絶 感・諦念を指摘する。この
指摘を踏まえると、比較的早くに諦念が現れる甘露寺親長











































記録に残すべきではない、 私的かつ秘やかに行われるべきものという意識が、 基本的にあったためではないだろう 。女中続歌は、禁裏の最も公儀 和歌行事であ 月次和歌を
模したものであるとはいえ、あくまで男性社会における行






撰和歌集への希望がついえ ため 性歌人の必要性が失われたた であると考察した それに付け加え、女性が公的な和歌行事の出詠に加えられなく るのは、后不在の後宮で、天皇 「入内する」のではなく「参仕する」女官たちは、あくまで天皇 私的生活に仕える、裏方にあた 存在であるという、基本的認識があっ ためではないか。天皇の公的生活を支える は男性の公家たちであ という認識がそ そも根底に り、それ 一層強まったために、女性が公的な和歌行事に加えられなく ったの だろ か。そ ように考えると、 へ 出詠が知られる女性たちが、後土御門天皇の代 旧院上臈・三条冬子、勾当内侍・四辻春子、後柏原天皇の代の上臈・大炊御門信子、
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【付記】本稿は、平成二十六年度中世文学会秋季大会（平成二十六年十月五日於金沢市文化ホール）における口頭発表「室町時代の女流歌人たち」の前半部に基づき成稿したものである。なお成稿にあたり、発表時から見解を改めた箇所がある。
 
 
なお本稿はＪＳＰＳ科研費（若手研究（Ｂ）２５７７０１００・１５Ｋ１６６９５）による研究成果の一部である。
 
 
